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はじめに

『Sun Cluster Data Service for Sun Grid Engineガイド (Solaris OS版)』は、SPARC®

と x86ベースシステムでの Sun™ Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと
構成について説明します。

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterとともに使用するボリューム管理ソフトウェアに
関する専門知識が必要です。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、SPARCと x86の 2つのプラットフォーム上で稼動
します。このマニュアル内の情報は、章、節、注、箇条書き項目、図、表、または例
などで特に明記されていない限り両方に適用されます。
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UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に必要なコマ
ンドについて説明しています。このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手
順 (システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については説明してい
ません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以下を参照し
てください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。
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トピック 関連文書

データサービスの管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと機能 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのソフト
ウェアのリリースノートを http://docs.sun.comで参照してください。

関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルで説明するサン以外のWebサイトの利用については、サンは責任
を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、
コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではな
く、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれ
らを経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに
伴って発生した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や
損失についても、Sunは一切の責任を負いません。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

製品のトレーニング
Sunでは、各種のインストラクタ指導によるコースや自由なペースで進めることがで
きるコースを通し、さまざまな Sun技術のトレーニングを提供しています。Sunが提
供しているトレーニングコースの情報や、クラスに参加する方法などについては、
Sun Microsystems Training (http://training.sun.com/)を参照してください。

問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。
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コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

SPARC:prtdiag
-v

システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for Sun Grid Engine
のインストールと構成

この章では、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと構成の方法につい
て説明します。

注 – Sun Grid Engineは以前、Sun ONE Grid Engineと呼ばれていました。このマ
ニュアルでは、特に明記しない限り、Sun Grid Engineは Sun ONE Grid Engineのこ
とも指します。

この章の内容は次のとおりです。

� 12ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの概要」
� 13ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールおよび構成の
概要」

� 14ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと構成に関す
る計画」

� 19ページの「ノードとディスクの準備」
� 21ページの「Sun Grid Engineのインストールと構成」
� 24ページの「Sun Grid Engineのインストールと構成の確認」
� 25ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineパッケージのインストール」
� 28ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用される

HAStoragePlusリソースタイプの構成」
� 29ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用するための Sun Cluster

HA for NFSの構成」
� 30ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの登録と構成」
� 35ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと構成の確
認」

� 35ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engine障害モニターの調整」
� 36ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのデバッグ」

11



Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの
概要
Sun Grid Engineは分散型リソース管理プログラムであり、複数のジョブを複数のマ
シンで同時に実行します。マシンの障害による作業の損失を最小限に抑えるため、管
理層のノードを障害から保護する必要があります。しかし、グリッド内にある個々の
実行ノードは障害から保護する必要はありません。グリッド内にある個々の実行ノー
ドに障害が発生しても、作業の損失は小さいためです。

Sun Grid Engineシステムの管理層でのシングルポイント障害を排除するために、Sun
Cluster HA for Sun Grid Engineは、次の Sun Grid Engineデーモンに障害監視および
自動障害回復を提供します。

� 待ち行列マスターデーモン
� スケジューリングデーモン

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineはフェイルオーバーサービスとして構成する必要
があります。

フェイルオーバーデータサービスとスケーラブルデータサービスの概念については、
『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参照してください。

管理層は Sun Grid Engineファイルシステムに依存するため、このファイルシステム
をエクスポートする NFSサーバーも障害から保護する必要があります。NFSサー
バーのシングルポイント障害を排除するには、Sun Cluster HA for NFSデータサービ
スを使用します。このデータサービスの詳細は、『Sun Cluster Data Service for
Network File System (NFS)ガイド (Solaris OS版)』を参照してください。

Sun Grid Engineの各コンポーネントが Sun Clusterに構成されている場合、それらの
コンポーネントは各自のデータサービスによって保護されます。次の表を参照してく
ださい。

表 1 Sun Clusterデータサービスによる Sun Grid Engineコンポーネントの保護

Sun Grid Engineコンポーネント データサービス

Sun Grid Engineのデーモン
� 待ち行列マスターデーモン

(sge_qmaster)
� スケジューリングデーモン (sge_schedd)

Sun Cluster HA for Sun Grid Engine

リソースタイプは SUNW.gdsです。

ネットワークファイルシステム (NFS)サー
バー

Sun Cluster HA for NFS

リソースタイプは SUNW.nfsです。
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Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの
インストールおよび構成の概要
次の表は、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールや構成に関する作業の
要約と、それらの作業の実施に必要な詳しい説明がどこにあるかを示しています。こ
れらの作業は、表に示す順序で行う必要があります。

表 2 Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと構成に関する作業

作業 参照先

インストールの計画 12ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid
Engineの概要」

14ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid
Engineのインストールと構成に関する計画」

ノードとディスクの準備 19ページの「ノードとディスクの準備」

Sun Grid Engineのインストールと構成 21ページの「Sun Grid Engineのインストー
ルと構成」

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインス
トールと構成の確認

24ページの「Sun Grid Engineのインストー
ルと構成の確認」

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineパッケー
ジのインストール

25ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid
Engineパッケージのインストール」

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用す
るための HAStoragePlusリソースタイプの
構成

28ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid
Engineで使用される HAStoragePlusリソー
スタイプの構成」

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用す
るための Sun Cluster HA for NFSの構成

29ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid
Engineで使用するための Sun Cluster HA for
NFSの構成」

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの登録と
構成

30ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid
Engineの登録と構成」

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインス
トールと構成の確認

35ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid
Engineのインストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for Sun Grid Engine障害モニ
ターの調整

35ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid
Engine障害モニターの調整」

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのデ
バッグ

36ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid
Engineのデバッグ」
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Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの
インストールと構成に関する計画
ここでは、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと構成の計画について
説明します。

注 –次に進む前に、使用する Sun Grid Engineのマニュアルを参照して、構成の制約
や要件 (Sun Clusterソフトウェアによる制約や要件以外のもの)がないか調べてくだ
さい。

構成に関する制限事項
以降の項で説明する構成の制限は Sun Cluster HA for Sun Grid Engineだけに適用さ
れます。

注意 –これらの制限事項を守らないと、データサービスの構成がサポートされない場
合があります。

Sun Grid Engineシャドウデーモン
Sun Grid Engineシャドウデーモンは使用しないでください。Sun Grid Engineシャド
ウデーモンは、障害から回復するためのオプション機構を提供します。この機構は、
Sun Clusterが提供する自動障害回復と干渉します。

Sun Grid Engine Berkley DBスプールサーバー
Berkley DBスプールサーバーを使用するオプションは選択しないでください。「クラ
シック」スプールメソッドまたはローカル Berkley DBスプールメソッドを選択して
ください。現時点では、Sun Clusterフレームワークで Berkley DBスプールサーバー
を高可用対応に構成することはできません。

「ブート時に起動」オプション
Sun Grid Engineをインストールするときには、「ブート時に起動」オプションを選
択しないでください。Sun Cluster HA for Sun Grid Engineが障害監視と自動障害回復
を確実に提供できるようにするには、Sun Grid Engineを Sun Clusterだけから起動す
る必要があります。
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構成に関する要件
ここで説明する構成の制約は Sun Cluster HA for Sun Grid Engineだけに適用されま
す。

注意 –これらの要件を満たしていないデータサービス構成は、サポートされない場合
があります。

Sun Grid Engineソフトウェアのバージョン要件
Sun Grid Engineバージョン 6.0を使用します。Sun Grid Engineソフトウェアに必ず
最新のパッチを適用してください。

Sun Grid Engineバージョン 5.3の提供は完了しましたが、Sun Cluster HA for Sun
Grid Engineは現在もこのバージョンをサポートしています。Sun Grid Engineバー
ジョン 5.3を使用している場合は、Sun Grid Engineバージョン 6.0にアップグレード
することをお勧めします。

注 –このマニュアル内の操作説明は、Sun Grid Engineバージョン 6.0だけを対象にし
ています。Sun Grid Engineバージョン 5.3を使用して Sun Cluster HA for Sun Grid
Engineのインストールと構成を行う方法については、Sun Cluster 3.1 9/04の『Sun
Cluster Data Service for Sun Grid Engine Guide for Solaris OS』を参照してくださ
い。

Sun Cluster 3.1 9/04がリリースされたため、sge_configファイル内のキーワード
は次のように変更されました。

� RGはMASTERRGに変更されました。
� LHは MASTERLHに変更されました。
� PORTは MASTERPORTに変更されました。
� SGE_VERが追加されました。

これらのキーワードの説明については、sge_configファイル内のコメントを参照し
てください。

Sun Grid Engine管理層のオペレーティングシステム
Sun Grid Engine管理層は Sun Clusterノードで実行する必要があります。Sun
Clusterが動作するのは Solarisオペレーティングシステムだけであるため、Sun Grid
Engine管理層も Solarisオペレーティングシステムで実行する必要があります。しか
し、Sun Grid Engineはほかのオペレーティングシステムもサポートします。した
がって、この要件は管理層だけに適用され、グリッド内にある個々の実行ノードには
適用されません。
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メモリー要件
Sun Grid Engineマスターを実行しようと計画しているクラスタノードで十分な空き
メモリーが利用できることを確認します。

各クラスタノードに必要な空きメモリー量は、グリッドで動作しているジョブの数に
よって変わります。次に例を示します。

� 100個のジョブが動作している場合、10Mバイトの空きメモリーが必要になりま
す。

� 10,000個のジョブが動作している場合、1Gバイトの空きメモリーが必要になりま
す。

必要なディスク容量
Sun Grid Engineファイルシステムと各ノードのローカルディスクに十分なディスク
容量があることを確認します。

次の表に、Sun Grid Engineファイルシステムのファイルまたはディレクトリの種類
ごとに必要なディスク容量要件を示します。

ファイルの種類またはディレクトリの種類 必要なディスク容量

バイナリファイル アーキテクチャーごとに 15Mバイト

スプールディレクトリ 30M～ 200Mバイト

インストール tarファイル 40Mバイト

各ノードのローカルディスクには、10M～ 20Mバイトのディスク容量が必要です。
Sun Grid Engineソフトウェアをノードのローカルディスクにインストールしている
場合、そのバイナリファイル用に、さらに 15Mバイトのディスク容量が必要です。

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの構成要件
Sun Cluster HA for Sun Grid Engineは、フェイルオーバーデータサービスとして構成
する必要があります。Sun Cluster HA for Sun Grid Engineをスケーラブルデータサー
ビスとして構成することはできません。詳細については、以下を参照してください。

� 23ページの「Sun Grid Engineをクラスタで実行するには」
� 30ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの登録と構成」

Sun Grid Engineファイルシステム用の NFS構成
Sun Grid Engineファイルシステムは、多重ホストディスクに存在する必要がありま
す。このディスクは、Sun Grid Engine管理サービスとして使用される、ほかのクラ
スタノードにも利用できる必要があります。
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Sun Grid Engineファイルシステムをクラスタ以外のノードにエクスポートするに
は、NFSを使用する必要があります。このファイルシステムをエクスポートする NFS
サーバーも障害から保護する必要があります。NFSサーバーを障害から保護するに
は、Sun Cluster HA for NFSデータサービスを使用します。このデータサービスの詳
細は、『Sun Cluster Data Service for Network File System (NFS)ガイド (Solaris OS
版)』を参照してください。

Sun Cluster HA for NFSの構成要件
同じリソースグループ内にある Sun Grid Engine管理層のリソースを NFS用のリソー
スとして構成します。詳細は、29ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで
使用するための Sun Cluster HA for NFSの構成」を参照してください。

Sun Grid Engineコンポーネント間の依存関係
次の表に、Sun Grid Engineコンポーネント間の依存関係を示します。

表 3 Sun Grid Engineコンポーネント間の依存関係

Sun Grid Engineコンポーネント 依存関係

Sun Grid Engine待ち行列マスターデーモ
ン (sge_qmaster)

SUNW.HAStoragePlusリソース

Sun Grid Engineスケジューリングデーモ
ン (sge_schedd)

Sun Grid Engine待ち行列マスターデーモン
(sge_qmaster)リソース

これらの依存関係は、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineを登録および構成するとき
に設定されます。詳細は、30ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの登録
と構成」を参照してください。

構成上の考慮事項
Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと構成では、構成に関する以下の
点を考慮する必要があります。

Sun Grid Engineバイナリファイルの場所
Sun Grid Engineをインストールできる場所は、次のうちの 1つです。

� 高可用性ローカルファイルシステム
� クラスタファイルシステム

Sun Grid Engineバイナリファイルを高可用性ローカルファイルシステムまたはクラ
スタファイルシステムにインストールする場合の利点と欠点については、『Sun
Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービ
ス構成のガイドライン」を参照してください。
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ヒント –ファイルシステムの種類をマウントポイントから識別できるようにするに
は、ファイルシステムの種類を示す接頭辞を次のように使用します。

� マウントポイントが高可用性ローカルファイルシステムにある場合は、/local接
頭辞を使用します

� マウントポイントがクラスタファイルシステムにある場合は、/global接頭辞を
使用します。

スプールディレクトリとバイナリファイル用のファイルシ
ステム
スプールディレクトリとバイナリファイルをファイルシステムに適切に分散できるか
どうかは、グリッドの構成によって変わります。次の表を参照してください。

グリッドの構成 ファイルシステムの構成

実行層に含まれるホストは 200台未
満です。

スプールディレクトリとバイナリファイル用に、Sun
Grid Engineファイルシステムのルートの下にある単一
の共有 NFSファイルシステムを使用します。

実行層に含まれるホストが約 200台
であるか、アプリケーションが
ディスクに頻繁にアクセスします。

スプールディレクトリ用に、NFSファイルシステムに
ある別の領域を使用します。

実行層に含まれるホストが 200台を
超えているか、NFSの性能に問題が
あります。

代替のグリッド構成については、Sun Grid Engineのマ
ニュアルを参照してください。

構成計画に関する質問
Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと構成を計画するときには、この
項の質問を使用します。これらの質問の回答を、『Sun Clusterデータサービスの計画
と管理 (Solaris OS版)』の「構成のワークシート」にあるデータサービスワークシー
トに書き込みます。

� 次のリソースにはどのリソースグループを使用しますか。

� 論理ホスト名リソース
� HAStoragePlusリソース
� NFSリソース
� Sun Grid Engineアプリケーションリソース

この質問の回答は、次の手順を行うときに必要になります。

� 23ページの「Sun Grid Engineをクラスタで実行するには」

18 Sun Cluster Data Service for Sun Grid Engineガイド (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



� 28ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用される
HAStoragePlusリソースタイプの構成」

� 29ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用するための Sun
Cluster HA for NFSの構成」

� 31ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソース用の構成パラメー
タの指定」

� Sun Grid Engineリソースの論理ホスト名は何ですか。クライアントは、この論理
ホスト名経由でデータサービスにアクセスします。

この質問の回答は、23ページの「Sun Grid Engineをクラスタで実行するには」
の手順を実行するときに使用されます。

� Sun Grid Engineのコンポーネントにはどのリソースを使用しますか。

次に示すコンポーネントごとに 1つのリソースが必要です。

� 待ち行列マスターデーモン
� スケジューリングデーモン

この質問の回答は、31ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソース
用の構成パラメータの指定」の手順を実行する際に使用されます。

� システム構成ファイルをどこに置きますか。

クラスタファイルシステムではなく、ローカルファイルシステムを使用する場合の
利点と欠点については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS
版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」を参照してください。

ノードとディスクの準備
ノードとディスクの準備とは、オペレーティングシステムの構成を変更して、Sun
Cluster HA for Sun Grid Engineが Sun Grid Engineシステムのシングルポイント障害
を排除できるようにすることです。

開始する前に、以下の節にある要件を満たしているかどうかを確認します。

� 16ページの「メモリー要件」
� 16ページの「必要なディスク容量」

� ノードとディスクを準備するには

1. Sun Grid Engineをインストールするすべてのクラスタノードで、スーパーユー
ザーになります。

2. それらのクラスタノードすべてで、Sun Grid Engineの管理ユーザーアカウントを
作成します。

手順
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グリッドを管理するための既存のユーザーアカウント (root以外)を選択するか、
グリッドを管理するための専用のアカウントを作成します。

ヒント – Sun Grid Engineのマニュアルとの整合性のため、このアカウントの名前
は sgeadminであるとします。

3. Sun Grid Engineファイルシステムのルート用のディレクトリを作成します。

# mkdir sge-root-dir

注 – sge-root-dirは、クラスタファイルシステムに存在する必要があります。詳細
は、28ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用される
HAStoragePlusリソースタイプの構成」を参照してください。

4. Sun Grid Engineファイルシステムのルートの所有者を、手順 2で作成したアカウ
ントの管理ユーザーに変更します。

# chown sge-admin sge-root-dir

5. Sun Grid Engineファイルシステムのルートのモードを drwxr-xr-xに設定しま
す。

# chmod 755 sge-root-dir

6. sge_qmasterサービスと sge_execdサービスのポート番号とプロトコルを指定
します。

1024未満の未使用のポート番号を選択します。sge_qmasterサービスと
sge_execdサービスは、トランスミッションコントロールプロトコル (TCP)経由
で提供されます。

ポート番号とプロトコルを指定するには、次の行を /etc/servicesファイルに
追加します。

sge_qmaster port-no/tcp
sge_execd port-no/tcp

7. グリッド内にあるホストの種類ごとに、グリッド内にあるその種類のホストすべて
の名前が含まれるプレーンテキストファイルを作成します。

install_qmasterスクリプトは、Sun Grid Engineをインストールするときに、
これらのファイルを使用します。グリッド内にあるホストの種類ごとに、この
ファイルを個別に作成します。

� 実行ホスト
� 管理ホスト
� 発行ホスト
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Sun Grid Engineのインストールのためのノードとディスクの準備

次の例では、次のような構成の Sun Grid Engineをインストールするためにノードと
ディスクを準備する方法を示します。

� Sun Grid Engineファイルシステムのルートは、/global/gridmasterディレク
トリです。このディレクトリは、クラスタファイルシステムに存在します。

� グリッド管理用のアカウントの名前は、sgeadminです。

� sge_qmasterサービスは、ポート 536と TCP経由で提供されます。

� sge_execdサービスは、ポート 537と TCP経由で提供されます。

Sun Grid Engineをインストールするためにノードとディスクを準備する手順は、次
のとおりです。

1. Sun Grid Engineファイルシステムのルート用に /global/gridmasterディレク
トリを作成するには、次のコマンドを実行します。

# mkdir /global/gridmaster

2. /global/gridmasterディレクトリの所有者をユーザー sgeadminに変更する
には、次のコマンドを実行します。

# chown sgeadmin /global/gridmaster

3. /global/gridmasterディレクトリのモードを drwxr-xr-xに設定するには、
次のコマンドを実行します。

# chmod 755 /global/gridmaster

4. sge_qmasterサービスがポート 536と TCP経由、sge_execdサービスがポート
537と TCP経由で提供されるように指定するには、次の行を /etc/services
ファイルに追加します。

sge_qmaster 536/tcp

sge_execd 537/tcp

Sun Grid Engineのインストールと構成
次の手順では、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用できるように Sun Grid
Engineをインストールするための特別な要件だけを説明します。Sun Grid Engineの
インストールと構成についての詳細は、Sun Grid Engineのマニュアルを参照してく
ださい。

Sun Grid Engineをクラスタで実行できるようにするには、論理ホスト名を使用する
ように Sun Grid Engineを変更する必要があります。

例 1
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� Sun Grid Engineをインストールおよび構成するに
は
開始する前に、グリッド内にあるすべてのホストにホスト名があることを確認しま
す。グリッド内にあるホストの種類ごとに、ホスト名のリストを個別に作成します。

� 実行ホスト
� 管理ホスト
� 発行ホスト

1. Sun Grid Engineをインストールするクラスタノードのスーパーユーザーになりま
す。

2. Sun Grid Engineディストリビューションファイルをインストールします。
tar.gz形式または pkgadd形式を選択する必要があります。

『N1 Grid Engine 6インストールガイド』の『N1 Grid Engine 6インストールガ
イド』の「配布ファイルをワークステーションに読み込む方法」に示されている操
作説明に従ってください。

注 – pkgadd形式を選択する場合には、Sun Grid Engineパッケージが登録されて
いるノードに Sun Grid Engineソフトウェアのパッチをインストールする必要があ
ります。

3. SGE_ROOT環境変数に、19ページの「ノードとディスクの準備」で作成した Sun
Grid Engineファイルシステムのルート用のディレクトリを設定します。

# SGE_ROOT=sge-root-dir
# export SGE_ROOT

4. Sun Grid Engineファイルシステムのルート用のディレクトリに移動します。

# cd sge-root-dir

5. Sun Grid Engineマスターホストをインストールするスクリプトを起動します。

# ./install_qmaster

6. 画面のプロンプトに従って、次の情報を指定または確認します。

� Sun Grid Engine管理ユーザーの名前
� SGE_ROOT環境変数の値
� TCPポート番号
� 構成する Sun Grid Engineセルの名前
� スプールディレクトリのパス
� 正しいファイルアクセス権の設定
� ドメイン名サービス (DNS)ドメインの詳細

7. classicスプール DBを使用するか Berkley DBを使用するかを確認されたら、
Berkely DBスプールサーバーの使用は選択しないでください。

手順
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classic スプール方式を選択するか、あるいは local spooling による
Berkley DB を選択してください。

8. プロンプトが表示されたら、Sun Grid Engineのグループ IDとして使用する範囲
を指定します。

十分なグループ IDを確実に割り当てることができるように、約 100個のグループ
IDを指定します (たとえば、20000から 20100)。

9. 画面のプロンプトに従って、次の情報を指定または確認します。

� 実行デーモンのスプールディレクトリのパス
� 問題の報告を受信するユーザーの電子メールアドレス
� 構成パラメータの確認

10.ブート時に Sun Grid Engineを起動するスクリプトをインストールするかどうか
をたずねられたら、noで回答します。

ブート時に Sun Grid Engineを起動するスクリプトをインストールするかどうかを
尋ねられます。

We can install the startup script that will
start qmaster/scheduler at machine boot (y/n) [y] >> n

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineが障害監視と自動障害回復を確実に提供でき
るようにするには、Sun Grid Engineを Sun Clusterだけから起動する必要があり
ます。

11.画面のプロンプトに従って、次の情報を指定または確認します。

� 実行ホスト、管理ホスト、および発行ホストのリストを指定します。
� シャドウホストは使用しないでください。
� スケジューラプロファイルを選択します。

� Sun Grid Engineをクラスタで実行するには

1. Sun Grid Engineをホストするクラスタノードのスーパーユーザーになります。

2. Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソースが含まれるフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

リソースグループには18ページの「構成計画に関する質問」の質問で回答したリ
ソースグループを使用します。

# scrgadm -a -g sge-rg \

-y Pathprefix=sge-root-dir

-g sge-rg
作成するリソースグループの名前は sge-rgです。

-y Pathprefix= sge-root-dir
Sun Cluster HA for NFSが管理情報とステータス情報の保持に使用する、クラ
スタファイルシステム上のディレクトリを指定します。このディレクトリは、

手順
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19ページの「ノードとディスクの準備」で作成した Sun Grid Engineファイル
システムのルート用のディレクトリである必要があります。

3. Sun Grid Engine論理ホスト名のリソースを、手順 2で作成したフェイルオーバー
リソースグループに追加します。

# scrgadm -a -L -j sge-lh-rs \
-g sge-rg \

-l hostlist

-j sge-lh-rs
作成しているリソースの名前が sge-lh-rsであることを指定します。

-g sge-rg
手順 2で作成したフェイルオーバーリソースグループに論理ホスト名リソース
を追加することを指定します。

-l hostlist
論理ホスト名リソースによって利用可能になるホスト名をコンマ区切りリスト
で指定します。

Sun Grid Engineのインストールと構成
の確認
Sun Cluster HA for Sun Grid Engineパッケージをインストールする前に、Sun Grid
Engineソフトウェアがすでにインストールされ、クラスタで動作するように構成され
ていることを確認してください。ただし、これによって、Sun Grid Engineアプリ
ケーションが高可用性であることを確認するものではありません。Sun Cluster HA
for Sun Grid Engineデータサービスはまだインストールされていないからです。

注 –この手順のどこかで問題が発生する場合、Sun Grid Engineのマニュアルを参照
して、Sun Grid Engineインストールを確認する方法についての詳細を調べてくださ
い。

� Sun Grid Engineのインストールと構成を確認する
には
Sun Grid Engineのインストールと構成を確認するには、疑似ジョブを発行して、要
求されたプロセスが動作しているかどうかをチェックします。

1. 19ページの「ノードとディスクの準備」でアカウントを作成した管理ユーザーと
して、マスターホストにログインします。

手順
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2. SGE_ROOT環境変数に、19ページの「ノードとディスクの準備」で作成した Sun
Grid Engineファイルシステムのルート用のディレクトリを設定します。

$ SGE_ROOT=sge-root-dir
$ export SGE_ROOT

3. Sun Grid Engineを実行できるように環境を変更するスクリプトを起動します。

$ . $SGE_ROOT/default/common/settings.sh

4. ダミーのジョブを Sun Grid Engineに発行します。

$ qsub $SGE_ROOT/examples/jobs/sleeper.sh

your job 1 (*Sleeper*) has been submitted

5. マスターホストで、これらのプロセスが動作していることを確認します。

� sge_qmaster
� sge_schedd

# ps -ef | grep sge_
root 429 1 0 Jul 27 3:37 /global/gridmaster/bin/solaris64/sge_qmaster

root 429 1 0 Jul 27 3:37 /global/gridmaster/bin/solaris64/sge_schedd

6. グリッドの全体的な構成を表示します。

� コマンド行を使用している場合、次のコマンドを入力します。

$ qconf -sconf

� QMONグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使用している場合、
「Cluster Configuration」を選択します。

7. 少なくとも 1台の実行ホストで、これらのプロセスが動作していることを確認しま
す。

� sge_execd

# ps -ef | grep sge_

root 451 1 0 Jul 27 3:37 /global/gridmaster/bin/solaris64/sge_execd

Sun Cluster HA for Sun Grid Engine
パッケージのインストール
最初に Sun Clusterをインストールするときに、Sun Cluster HA for Sun Grid Engine
パッケージをインストールしなかった場合は、この手順でパッケージをインストール
してください。この手順は、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineパッケージをインス
トールする各クラスタノード上で個別に実行します。この手順を実行するには、Sun
Cluster Agents CD-ROMが必要です。
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複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

次のインストールツールのどちらかを使用して、Sun Cluster HA for Sun Grid Engine
パッケージをインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Solaris 10を使用している場合は、これらのパッケージを大域ゾーンにだけインス
トールしてください。パッケージをインストールしたあとで作成されたローカルゾー
ンにそれらのパッケージが転送されないようにするには、scinstallユーティリ
ティーを使用してパッケージをインストールしてください。Web Startプログラムは
使用しないでください。

� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for Sun Grid Engineパッケージをインストールす
る
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。CLIと GUIでの作業の内容と手
順はほとんど同じです。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for Sun Grid Engineパッケージをインストールするクラスタ
ノード上で、スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIでWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環境変数が
設定されていることを確認してください。

3. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行されており、CD-ROMデバイスを管理
するように構成されている場合は、デーモンによって CD-ROMが自動的に
/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for Sun Grid Engineコンポーネントディレクトリ
に移動します。

Sun Cluster HA for Sun Grid EngineデータサービスのWeb Startプログラムは、
このディレクトリに入っています。

# cd /cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_SUN_GRID_ENG_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

手順
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6. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、Typicalを選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、Customを選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for Sun Grid Engine
パッケージをインストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムのインストールサマリーが出力
されます。このサマリーを使用して、インストール時にWeb Startによって作成さ
れたログを確認できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレ
クトリにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブから取り出します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

� scinstallユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for Sun Grid Engineパッケージをイン
ストールする
この手順は、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineをマスターできるすべてのクラスタ
メンバーで実行してください。

Sun Cluster Agents CD-ROMが存在することを確認します。

1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

始める前に

手順
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選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで
使用される HAStoragePlusリソース
タイプの構成
Sun Grid Engineアプリケーションの可用性を最大限にするためには、Sun Grid
Engine管理層を起動する前に、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineが必要とするリ
ソースを利用できるようにしておく必要があります。このようなリソースの例として
は、Sun Grid Engineファイルシステムがあります。このようなリソースを確保する
ためには、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用する HAStoragePlusリソー
スタイプを構成する必要があります。

リソースグループとディスクデバイスグループの関係については、『Sun Clusterデー
タサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループとディスクデバイス
グループの関係」を参照してください。

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用する HAStoragePlusリソースタイプを
構成するためには、次の操作が必要です。

� 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグルー
プとディスクデバイスグループ間での起動の同期」に説明されているように、リ
ソースグループとディスクデバイスグループの起動を同期化する。

� HAStoragePlusリソースの登録と構成を行う。

� HAStoragePlusリソースを登録および構成する
には

1. Sun Grid Engineをホストするクラスタノードでスーパーユーザーになります。

2. SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

手順

28 Sun Cluster Data Service for Sun Grid Engineガイド (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



3. Sun Grid Engineファイルシステム用の HAStoragePlusリソースを、23ページ
の「Sun Grid Engineをクラスタで実行するには」で作成したリソースグループに
追加します。

# scrgadm -a -j sge-hasp-rs \
-g sge-rg \
-t SUNW.HAStoragePlus \

-x FilesystemMountPoints=sge-root

-j sge-hasp-rs
作成しているリソースの名前が sge-hasp-rsであることを指定します。

-g sge-rg
23ページの「Sun Grid Engineをクラスタで実行するには」で作成したリソー
スグループにリソースを追加することを指定します。

-x FilesystemMountPoints=sge-root
このファイルシステム用のマウントポイントが Sun Grid Engineファイルシス
テムのルートであることを指定します。

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで
使用するための Sun Cluster HA for NFS
の構成
Sun Grid Engineファイルシステムをクラスタ以外のノードにエクスポートするに
は、NFSを使用する必要があります。このファイルシステムをエクスポートする NFS
サーバーも障害から保護する必要があります。NFSサーバーを障害から保護するに
は、Sun Cluster HA for NFSデータサービスを使用します。

次の手順では、Sun Cluster HA for NFSを Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使
用するための特別な要件だけを説明します。Sun Cluster HA for NFSのインストール
と構成のすべての情報については、『Sun Cluster Data Service for Network File
System (NFS)ガイド (Solaris OS版)』を参照してください。

� Sun Cluster HA for Sun Grid Engineで使用するた
めに Sun Cluster HA for NFSを構成するには

注 –この手順のコマンドは、$SGE_ROOT環境変数に Sun Grid Engineファイルシステ
ムのルートを指定していると仮定します。

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと構成 29



1. SUNW.nfsリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.nfs

2. 任意のクラスタノードから、NFS構成ファイル用のディレクトリを作成します。

このディレクトリは、Sun Grid Engineファイルシステムのルートの下に作成しま
す。このディレクトリの名前に SUNW.nfsを指定します。

# mkdir -p $SGE_ROOT/SUNW.nfs

3. 手順 2で作成したディレクトリで、Sun Grid Engineファイルシステムのルート用
の shareコマンドが含まれるファイルを作成します。

このファイルの名前に dfstab.sge-nfs-rsを指定します。sge-nfs-rsは、手順 4で作
成する NFSリソースの名前です。

# echo "share -F nfs -o rw sge-root" \

> $SGE_ROOT/SUNW.nfs/dfstab.sge-nfs-rs

4. 23ページの「Sun Grid Engineをクラスタで実行するには」で作成したフェイル
オーバーリソースグループに SUNW.nfsリソースを追加します。

# scrgadm -a -j sge-nfs-rs \
-g sge-rg \
-t SUNW.nfs \

-y Resource_dependencies=sge-hasp-rs

Sun Grid Engineファイルシステムのルート用の dfstabファイル
の作成

次の例では、Sun Grid Engineファイルシステムのルート用の dfstabファイルを作
成するコマンドを示します。

� Sun Grid Engineファイルシステムのルートは、/global/gridmasterです。
� このファイルを作成する NFSリソースの名前は、sge-nfs-rsです。

# echo "share -F nfs -o rw /global/gridmaster" \

> /global/gridmaster/SUNW.nfs/dfstab.sge-nfs-rs

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの
登録と構成
この手順を行う前に、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineデータサービスパッケージ
がインストールされていることを確認してください。

手順

例 2
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/opt/SUNWscsge/utilディレクトリにある構成ファイルと登録ファイルを使用し
て、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソースを登録します。これらのファイル
は、Sun Grid Engineコンポーネント間に必要な依存関係を定義します。これらの依
存関係については、17ページの「Sun Grid Engineコンポーネント間の依存関係」を
参照してください。これらのファイルのリストについては、付録Aを参照してくださ
い。

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの登録と構成には、次の節で説明する作業が含ま
れます。

1. 31ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソース用の構成パラメータの
指定」

2. 33ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソースを作成および有効に
するには」

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソース用の
構成パラメータの指定
Sun Cluster HA for Sun Grid Engineは、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソー
スの構成と削除のプロセスを自動化するスクリプトを提供します。これらのスクリプ
トは、/opt/SUNWscsge/util/ ディレクトリにある sge_config ファイルから構
成パラメータを取得します。Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソース用の構成パ
ラメータを指定するには、sge_configファイルを編集します。

sge_configファイルの各構成パラメータは、キーワードと値のペアとして定義され
ます。sge_configファイルには、すでに、必要なキーワードと等号記号が含まれま
す。詳細は、39ページの「sge_configのリスト」を参照してください。
sge_configファイルを編集するときには、各キーワードに必要な値を追加します。
18ページの「構成計画に関する質問」で特定した値を使用してください。

sge_configファイルのキーワードと値のペアは、次のとおりです。

COMMDRS=sge-commd-rs
QMASTERRS=sge-qmaster-rs
SCHEDDRS=sge-schedd-rs
MASTERRG=sge-rg
MASTERLH=sge-lh-rs
MASTERPORT=portno
SGE_ROOT=sge-root-dir
SGE_CELL=cell-name
SGE_VER=6.0|5.3

sge_configファイルのキーワードの意味と使用できる値は、次のとおりです。

COMMDRSS=sge-commd-rs
Sun Grid Engine通信デーモン sge_commd用のリソースに割り当てる名前を指定
します。この指定が必要となるのは Sun Grid Engine 5.3の場合だけであり、Sun
Grid Engine 6.0の場合は空のままにすることができます。
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QMASTERRS=sge-qmaster-rs
Sun Grid Engine待ち行列マスターデーモン sge_qmaster用のリソースに割り当
てる名前を指定します。これは必須キーワードです。

SCHEDDRS=sge-schedd-rs
Sun Grid Engineスケジューリングデーモン sge_schedd用のリソースに割り当て
る名前を指定します。これは必須キーワードです。

MASTERRG=sge-rg
Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソースが含まれるリソースグループの名前
を指定します。この名前は、23ページの「Sun Grid Engineをクラスタで実行する
には」でリソースグループを作成したときに割り当てた名前である必要がありま
す。これは必須キーワードです。

MASTERLH=sge-lh-rs
Sun Grid Engine用の論理ホスト名リソースの名前を指定します。この名前は、
23ページの「Sun Grid Engineをクラスタで実行するには」でリソースを作成した
ときに割り当てた名前である必要があります。これは必須キーワードです。

MASTERPORT=portno
/etc/inet/servicesで sge_qmasterに構成されているポート番号を指定しま
す (通常は 536)。この値は Sun Cluster HA for Sun Grid Engineデータサービスで
使用されませんが、ここに記載しておきます。この値は必須キーワードであり、整
数でなければなりません。

SGE_ROOT=sge-root-dir
Sun Grid Engineファイルシステムのルートディレクトリを指定します。この
ディレクトリは、19ページの「ノードとディスクの準備」で作成した Sun Grid
Engineファイルシステムのルート用のディレクトリである必要があります。これ
は必須キーワードです。

SGE_CELL=cell-name
Sun Grid Engineが参照するセルを指定します。これは必須キーワードです。

SGE_VER=5.3|6.0
インストールされている Sun Grid Engine構成のバージョンを指定します。これは
必須キーワードであり、値として "5.3"または "6.0"を指定します。

例 3 sge_configファイルの例

次の例では、sge_configファイルの構成パラメータは次のように設定されていま
す。

� Sun Grid Engine通信デーモン sge_commd用のリソースの名前は、Sun Grid
Engine 6.0では不要であるため、未設定を意味する ""です。

� Sun Grid Engine待ち行列マスターデーモン sge_qmaster用のリソースの名前
は、sge_qmaster-rsです。

� Sun Grid Engineスケジューリングデーモン sge_schedd用のリソースの名前
は、sge_schedd-rsです。

� Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソースが含まれるリソースグループの名前
は、 sge-rgです。
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例 3 sge_configファイルの例 (続き)

� Sun Grid Engine用の論理ホスト名リソースの名前は、sge-lh-rsです。

� Sun Grid Engineファイルシステムのルートディレクトリは、
/global/gridmasterです。

� Sun Grid Engineはデフォルトのセルを参照します。

� ポート番号は 536に設定されます。この番号は無視されます。

� Sun Grid Engineのバージョンは 6.0に設定されます。

COMMDRS=""
QMASTERRS=sge_qmaster-rs
SCHEDDRS=sge_schedd-rs
MASTERRG=sge-rg
MASTERLH=sge-lh-rs
MASTERPORT=536
SGE_ROOT=/global/gridmaster
SGE_CELL=default

SGE_VER=6.0

� Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソースを作
成および有効にするには
開始する前に、sge_configファイルを編集して、Sun Cluster HA for Sun Grid
Engine用の構成パラメータを指定していることを確認します。詳細は、31ページ
の「Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソース用の構成パラメータの指定」を参照
してください。

1. SUNW.gdsリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.gds

2. Sun Grid Engineリソースを作成するためのスクリプトが含まれるディレクトリに
移動します。

# cd /opt/SUNWscsge/util/

3. Sun Grid Engineリソースを作成するスクリプトを実行します。

# ./sge_register

4. 23ページの「Sun Grid Engineをクラスタで実行するには」で作成したフェイル
オーバーリソースグループをオンラインにします。

このリソースグループに含まれるリソースは、次のとおりです。

� 論理ホスト名リソース
� HAStoragePlusリソース
� NFSリソース

手順
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� Sun Grid Engineアプリケーションリソース

# scswitch -Z -g sge-rg

-g sge-rg 23ページの「Sun Grid Engineをクラスタで実行するには」で作成し
たリソースグループをオンラインにすることを指定します。

注意 –フェイルオーバーリソースグループをオンラインにする前に、Sun Grid
Engineデーモン (sge_qmasterと sge_schedd)が稼働していないことを確認し
てください。インストールスクリプト install_qmasterによって起動されたた
めに稼働を続けている場合や、35ページの「Sun Cluster HA for Sun Grid Engine
のインストールと構成を確認する」に説明されている検証作業のあと、これらの
デーモンがそのまま稼働を続けている場合などがあります。

Sun Cluster HA for Sun Grid Engine拡張プロパ
ティーの設定
Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリソース用の拡張プロパティーは、これらのリ
ソースを作成するスクリプトを実行するときに設定されます。これらのプロパティー
を設定する必要があるのは、スクリプトが設定する値以外の値が必要な場合だけで
す。Sun Cluster HA for Sun Grid Engine拡張プロパティーの詳細は、SUNW.gds(5)
のマニュアルページを参照してください。拡張プロパティーの中には動的に変更でき
るものがあります。ただし、それ以外の拡張プロパティーは、リソースを作成するか
無効にするときにしか更新できません。「調整可能」の欄には、そのプロパティーを
いつ変更できるかが示されています。

リソースの拡張プロパティーを更新するには、次のオプションを指定し
てscrgadm(1M)コマンドを実行し、リソースを変更します。

-x property=value

-x property 設定する拡張プロパティーを指定します。

value 設定する拡張プロパティーの値を指定します。

リソースを作成したあとでリソースを構成する場合は、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の第 2章「データサービスリソースの管理」に示され
ている手順を使用します。
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Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの
インストールと構成の確認
Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストール、登録、構成が終わったら、Sun
Cluster HA for Sun Grid Engineのインストールと構成を確認します。これによって、
Sun Cluster HA for Sun Grid Engineデータサービスが Sun Grid Engineアプリケー
ションの高可用性をサポートしているかどうかがわかります。

� Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのインストー
ルと構成を確認する

1. Sun Grid Engineをホストするノードのスーパーユーザーになります。

2. すべての Sun Grid Engineリソースがオンラインであることを確認します。

# scstat

3. Sun Grid Engineリソースがオンラインでない場合、そのリソースを有効にしま
す。

# scswitch -e -j sge-rs

4. Sun Grid Engineリソースグループを別のクラスタノードに切り換えます。

# scswitch -z -g sge-rg -h node

Sun Cluster HA for Sun Grid Engine障
害モニターの調整
Sun Cluster HA for Sun Grid Engine障害モニターは、次のデーモンが正しく動作して
いるかどうかを確認します。

� 待ち行列マスターデーモン sge_qmaster
� スケジューリングデーモン sge_schedd

手順
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各 Sun Cluster HA for Sun Grid Engine障害モニターは、Sun Grid Engineコンポーネ
ントを表すリソースに含まれます。このようなリソースを作成するのは、Sun Cluster
HA for Sun Grid Engineを登録および構成するときです。詳細は、30ページの「Sun
Cluster HA for Sun Grid Engineの登録と構成」を参照してください。

これらのリソースのシステムプロパティーと拡張プロパティーは、障害モニターの動
作を制御します。事前に設定された障害モニターの動作は、これらのプロパティーの
デフォルト値に基づいています。現在の動作は、ほとんどの Sun Clusterシステムに
適しているはずです。したがって、Sun Cluster HA for Sun Grid Engine障害モニター
を調整する必要があるのは、この事前設定されている動作を変更する必要がある場合
だけです。

Sun Cluster HA for Sun Grid Engine障害モニターの調整では次のことを行います。

� 障害モニターの検証間隔を設定する。
� 障害モニターの検証タイムアウトを設定する。
� 継続的な障害とみなす基準を定義する。
� リソースのフェイルオーバー動作を指定する。

詳細は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Cluster
データサービス用に障害モニターを調整する」を参照してください。

Sun Cluster HA for Sun Grid Engineの
デバッグ
/opt/SUNWscsge/etcディレクトリにある configファイルを使用すると、 Sun
Grid Engineリソースのデバッグを有効にできます。このファイルを使用すると、す
べての Sun Grid Engineリソースまたは特定のノード上の特定の Sun Grid Engineリ
ソースのデバッグを有効にできます。Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのデバッグ
をクラスタ全体で有効にする必要がある場合は、この手順をすべてのノードで繰り返
します。

� Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのデバッグを
有効にするには

1. Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのデバッグが有効であるかどうかを判断し
ます。

手順
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デバッグが無効である場合、/etc/syslog.confファイルに daemon.notice
が設定されています。

# grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.notice;mail.crit /var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err operator

#

2. このデバッグを有効にするには、/etc/syslog.confファイルを編集して、
daemon.noticeを daemon.debugに変更します。

3. Sun Cluster HA for Sun Grid Engineのデバッグが有効であることを確認しま
す。

デバッグが有効である場合、/etc/syslog.confファイルに daemon.debugが
設定されています。

# grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.debug;mail.crit /var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err operator

#

4. syslogdデーモンを再起動します。

# pkill -1 syslogd

5. /opt/SUNWscsge/etc/configファイルを編集して、DEBUG=を DEBUG=ALL
または DEBUG= sge-rs に変更します。

# cat /opt/SUNWscsge/etc/config
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# Usage:
# DEBUG=<RESOURCE_NAME> or ALL
#
DEBUG=ALL

#

注 –デバッグを無効にするには、これらの手順を逆にします。
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付録 A

Sun Cluster HA for Sun Grid Engine
リソースを構成および削除するための
ファイル

/opt/SUNWscsge/utilディレクトリには、Sun Cluster HA for Sun Grid Engineリ
ソースを構成および削除するプロセスを自動化するスクリプトが含まれます。以降の
節では、これらのファイルのリストを示します。

� 39ページの「sge_configのリスト」
� 40ページの「sge_registerのリスト」
� 43ページの「sge_removeのリスト」

sge_configのリスト
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# This file will be sourced in by sge_register and the parameters
# listed below will be used.
#
# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# COMMDRS - name of the resource for the sge_commd daemon
# This is only needed for SGE 5.3.
# QMASTERRS - name of the resource for the sge_qmaster daemon
# This is always needed.
# SCHEDDRS - name of the resource for the sge_schedd daemon
# This is always needed.
# MASTERRG - name of the resource group containing the resources
# for sge_commd (5.3) sge_qmaster and sge_schedd
# This is always needed.
# MASTERPORT - name of any port number, as it’s ignored
# MASTERLH - name of the LogicalHostname SC resource within MASTERRG
# This is always needed.
# SGE_ROOT - SGE_ROOT of this Sun GridEngine Installation
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# SGE_CELL - SGE_CELL of this Sun GridEngine Installation
# SGE_VER - Version of this Sun GridEngine Installation
# This can be either 5.3 or 6.0 .
#

COMMDRS=
QMASTERRS=
SCHEDDRS=
MASTERRG=
MASTERPORT=536
MASTERLH=
SGE_ROOT=
SGE_CELL=

SGE_VER=

sge_registerのリスト
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#

. ‘dirname $0‘/sge_config

GDSTYPE=SUNW.gds
GDSINSTALLED=‘/usr/cluster/bin/scha_cluster_get -O ALL_RESOURCETYPES | grep "^${GDSTYPE}"‘

if [ "${GDSINSTALLED}" = "" ]
then

/usr/cluster/bin/scrgadm -a -t ${GDSTYPE}
if [ $? -ne 0 ]
then

echo "Error: Unable to register resource type ${GDSTYPE}, please check!"
exit 1

fi
fi

if [ "${SGE_VER}" = "5.3" ]; then
# Disable SGE launch at boot if same exists.
# A marker is left to restore boot launch
# if SGE cluster agents are removed with:
# sge_remove.
if [ -L /etc/rc2.d/S95rcsge ]; then

touch $SGE_ROOT/sge_boot_launch_disabled
rm /etc/rc2.d/S95rcsge

fi

# Register resource for sge_commd
/usr/cluster/bin/scrgadm -a -j ${COMMDRS} -g ${MASTERRG} -t ${GDSTYPE} \
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-x Start_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_commd/start_sge_commd \
-R ${COMMDRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Stop_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_commd/stop_sge_commd \
-R ${COMMDRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Probe_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_commd/probe_sge_commd \
-R ${COMMDRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-y Port_list=${PORT}/tcp -y Network_resources_used=${MASTERLH} \
-x Stop_signal=9 \
-y retry_count=5 -y retry_interval=300

St=$?
if [ "${St}" -ne 0 ]; then

echo "Error: Registration of resource ${COMMDRS} failed, \
please correct the wrong parameters"

exit 1
else

echo "Registration of resource ${COMMDRS} succeeded"
fi

# Register resource for sge_qmaster
/usr/cluster/bin/scrgadm -a -j ${QMASTERRS} -g ${MASTERRG} -t ${GDSTYPE} \

-x Start_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_qmaster/start_sge_qmaster \
-R ${QMASTERRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Stop_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_qmaster/stop_sge_qmaster \
-R ${QMASTERRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Probe_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_qmaster/probe_sge_qmaster \
-R ${QMASTERRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-y Port_list=${PORT}/tcp -y Network_resources_used=${MASTERLH} \
-x Stop_signal=9 \
-x probe_timeout=90 -y Thorough_probe_interval=120 \
-y retry_count=2 -y retry_interval=900 \
-y Resource_dependencies=${COMMDRS}

St=$?
if [ "${St}" -ne 0 ]; then

echo "Error: Registration of resource ${QMASTERRS} failed, \
please correct the wrong parameters"

exit 1
else

echo "Registration of resource ${QMASTERRS} succeeded"
fi

# Register resource for sge_schedd
/usr/cluster/bin/scrgadm -a -j ${SCHEDDRS} -g ${MASTERRG} -t ${GDSTYPE} \

-x Start_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_schedd/start_sge_schedd \
-R ${SCHEDDRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Stop_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_schedd/stop_sge_schedd \
-R ${SCHEDDRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Probe_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_schedd/probe_sge_schedd \
-R ${SCHEDDRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-y Port_list=${PORT}/tcp -y Network_resources_used=${MASTERLH} \
-x Stop_signal=9 \
-x probe_timeout=90 -y Thorough_probe_interval=120 \
-y retry_count=2 -y retry_interval=900 \
-y Resource_dependencies=${QMASTERRS}

St=$?
if [ "${St}" -ne 0 ]; then
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echo "Error: Registration of resource ${SCHEDDRS} failed, \
please correct the wrong parameters"

exit 1
else

echo "Registration of resource ${SCHEDDRS} succeeded"
fi

elif [ "${SGE_VER}" = "6.0" ]; then
# Register resource for sge_qmaster
/usr/cluster/bin/scrgadm -a -j ${QMASTERRS} -g ${MASTERRG} -t ${GDSTYPE} \

-x Start_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_qmaster6/start_sge_qmaster \
-R ${QMASTERRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Stop_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_qmaster6/stop_sge_qmaster \
-R ${QMASTERRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Probe_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_qmaster6/probe_sge_qmaster \
-R ${QMASTERRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-y Port_list=${MASTERPORT}/tcp -y Network_resources_used=${MASTERLH} \
-x Stop_signal=9 \
-x probe_timeout=90 -y Thorough_probe_interval=120 \
-y retry_count=2 -y retry_interval=900

St=$?
if [ "${St}" -ne 0 ]; then

echo "Error: Registration of resource ${QMASTERRS} failed, \
please correct the wrong parameters"

exit 1
else

echo "Registration of resource ${QMASTERRS} succeeded"
fi

# Register resource for sge_schedd
/usr/cluster/bin/scrgadm -a -j ${SCHEDDRS} -g ${MASTERRG} -t ${GDSTYPE} \

-x Start_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_schedd6/start_sge_schedd \
-R ${SCHEDDRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Stop_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_schedd6/stop_sge_schedd \
-R ${SCHEDDRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-x Probe_command="/opt/SUNWscsge/bin/sge_schedd6/probe_sge_schedd \
-R ${SCHEDDRS} -G ${MASTERRG} -S ${SGE_ROOT} -C ${SGE_CELL}" \
-y Port_list=${MASTERPORT}/tcp -y Network_resources_used=${MASTERLH} \
-x Stop_signal=9 \
-x probe_timeout=90 -y Thorough_probe_interval=120 \
-y retry_count=2 -y retry_interval=900 \
-y Resource_dependencies=${QMASTERRS}

St=$?
if [ "${St}" -ne 0 ]; then

echo "Error: Registration of resource ${SCHEDDRS} failed, \
please correct the wrong parameters"

exit 1
else

echo "Registration of resource ${SCHEDDRS} succeeded"
fi

else
echo "Fatal: Please set variable SGE_VER properly in ‘dirname $0‘/sge_config!"
exit 1

fi
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sge_removeのリスト
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#

. ‘dirname $0‘/sge_config

/usr/cluster/bin/scswitch -n -j ${SCHEDDRS}
/usr/cluster/bin/scswitch -n -j ${QMASTERRS}
if [ "${SGE_VER}" = "5.3" ]; then

/usr/cluster/bin/scswitch -n -j ${COMMDRS}
fi

/usr/cluster/bin/scrgadm -r -j ${SCHEDDRS}
/usr/cluster/bin/scrgadm -r -j ${QMASTERRS}
if [ "${SGE_VER}" = "5.3" ]; then

/usr/cluster/bin/scrgadm -r -j ${COMMDRS}

# SGE launch at boot re-enabled, and
# run-level script link re-established.
if [ -e ${SGE_ROOT}/sge_boot_launch_disabled && -e /etc/init.d/rcsge ]; then

rm ${SGE_ROOT}/sge_boot_launch_disabled
ln -s /etc/init.d/rcsge /etc/rc2.d/S95rcsge
chmod 111 /etc/rc2.d/S95rcsge

fi

fi
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